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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記（Ａ）および（Ｂ）を含有する肥満抑制組成物（但し、リコピンを含有する組成物
を除く）。
（Ａ）オレウロペイン及びヒドロキシチロソールからなる群より選択される少なくとも１
種
（Ｂ）スルフォラファン化合物及びヤナギの芽及び／又は若枝のエキスからなる群より選
択される少なくとも１種
【請求項２】
少なくともオレウロペインを含有する、請求項１に記載の肥満抑制組成物。
【請求項３】
少なくともスルフォラファンを含有する、請求項１又は２に記載の肥満抑制組成物。
【請求項４】
オリーブエキス及び（Ｂ）を含有する、請求項１～３のいずれかに記載の肥満抑制組成物
。
【請求項５】
経口組成物である、請求項１～４のいずれかに記載の肥満抑制組成物。
【請求項６】
脂肪蓄積抑制用である、請求項１～５のいずれかに記載の肥満抑制組成物。 
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、肥満抑制組成物（抗肥満組成物）に関する。より詳細には、ヤナギエキスお
よびスルフォラファンから選ばれる１種以上とオレウロペインを組み合わせて含有する脂
肪蓄積を抑制する肥満抑制組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　高カロリー食の普及や日常の運動量の低下などの生活習慣要因により、中高年層だけで
なく若年層においても糖尿病を発症する若しくはインスリン抵抗性を示す人が増えている
。これらの主たる要因のひとつに肥満が挙げられる。肥満は、体脂肪量の過剰状態であり
、この状態には、脂肪細胞自身の肥大化と脂肪細胞の数の増加が関与しているものと考え
られている。肥大化した脂肪細胞は、「肥大化脂肪細胞」と呼ばれ、脂肪を脂肪細胞内に
蓄積することで発生すると考えられている。この「肥大化脂肪細胞」が発生すると、細胞
増殖により新たに発生した脂肪細胞への脂肪蓄積が促進され、顕著な体重増加および体型
変化を引き起こすという悪循環が起こり得る。そのため、脂肪細胞における脂肪滴の蓄積
を抑制または防止することで「肥大化脂肪細胞」の発生を抑制若しくは防止し、その結果
として顕著な体重の増加および体型変化を防ぐことが可能である。
【０００３】
　たとえば、肥満を解消し、また予防するための食品および医薬品として、特許文献1に
は、白色脂肪細胞への脂肪蓄積を抑制するための組成物が開示されている。この組成物は
、α－リポ酸とコエンザイムＱ１０とともに、バリン、ロイシン又はイソロイシンから選
ばれる少なくとも一種のアミノ酸を含有する内服用組成物である。
【０００４】
　脂肪細胞における脂肪滴の蓄積を抑制もしくは防止を経口組成物で達成しようとするた
めには、経口組成物の日常的な摂取が必要となることから、安全性の高い天然由来の成分
を活用することが望ましい。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００６－１５１９０９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　脂肪細胞内における脂肪の蓄積を抑制や防止することで、脂肪細胞の肥大化を抑制する
ことができれば、体重増加を抑えることができるとともに、正常な成熟脂肪細胞である小
型脂肪細胞の数を維持または増加させ、脂肪の代謝を促進しやすい体質に改善することが
できる。このような体質の改善により、運動による脂質代謝の改善効果が向上し、また一
時的な過食等によるダイエットリバウンドも抑制することができる。また、脂肪細胞が肥
大化しにくいため、スリムな体型を維持することができるという美容効果が期待できる。
さらに、セルライトの発生を予防する効果をも期待できる。
【０００７】
　そこで、本発明の目的は、肥満抑制組成物（抗肥満組成物）、特に脂肪細胞への脂肪蓄
積抑制作用を有する肥満抑制組成物を提供することにある。特に、経口肥満抑制組成物を
提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明者らは、かかる事情に鑑み鋭意検討を重ねた結果、オレウロペイン及びヒドロキ
シチロソールからなる群より選択される少なくとも１種と、ヤナギエキス及びスルフォラ
ファンからなる群より選択される少なくとも１種とを組み合わせて摂取することにより、
優れた脂肪蓄積の抑制効果が得られることを見出し、さらに研究を重ねて本発明を完成す
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るに至った。
【０００９】
　すなわち、本発明は、例えば、以下の項に記載の主題を包含する。
項１．下記（Ａ）および（Ｂ）を含有する肥満抑制組成物。
（Ａ）オレウロペイン及びヒドロキシチロソールからなる群より選択される少なくとも１
種
（Ｂ）スルフォラファン化合物及びヤナギエキスからなる群より選択される少なくとも１
種
項２．少なくともオレウロペインを含有する、項１に記載の肥満抑制組成物。
項３．少なくともスルフォラファンを含有する、項１又は２に記載の肥満抑制組成物。
項４．オリーブエキス及び（Ｂ）を含有する、項１～３のいずれかに記載の肥満抑制組成
物。
項５．経口組成物である、項１～４のいずれかに記載の肥満抑制組成物。
項ａ．下記（Ａ）および（Ｂ）を経口摂取させることを含む、肥満抑制方法。
（Ａ）オレウロペイン及びヒドロキシチロソールからなる群より選択される少なくとも１
種
（Ｂ）スルフォラファン化合物及びヤナギエキスからなる群より選択される少なくとも１
種
項ｂ．少なくともオレウロペインを経口摂取させることを含む、項１に記載の肥満抑制方
法。
項ｃ．少なくともスルフォラファンを経口摂取させることを含む、項１又は２に記載の肥
満抑制方法。
項ｄ．オリーブエキス及び（Ｂ）を経口摂取させることを含む、項１～３のいずれかに記
載の肥満抑制方法。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、以上のように、脂肪細胞における脂肪蓄積を抑制することができるた
め、肥大化脂肪細胞の増加を抑制し、肥満を防止することができる。また、肥大化脂肪細
胞の増加が抑制されると、結果的に脂肪細胞における小型脂肪細胞の存在比率が高くなる
ため、脂肪分解の効率も相対的に高くなる。従って、本発明の肥満抑制組成物は、肥満防
止にとどまらず体重減少をも促し、理想的な体型を取得しかつ維持し易くすることができ
る。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　本発明で使用するスルフォラファン化合物は、スルフォラファンおよびスルフォラファ
ングルコシノレートを意味する。スルフォラファングルコシノレートはスルフォラファン
の配糖体である。これらスルフォラファン化合物は、ブロッコリーやキャベツなどのアブ
ラナ科植物に多く含まれていることが知られている。なお、スルフォラファングルコシノ
レートは、たとえば前記植物を切断（例：刃物での切断、咀嚼など）すると、植物中に存
在する酵素（ミロシナーゼ）により加水分解され、スルフォラファンを生成することが知
られている。また、同様の加水分解は、腸内細菌や消化酵素の働きによっても生じること
が知られている。したがって、本発明において、スルフォラファン化合物としては、アブ
ラナ科植物の破砕物（ピューレなど）や搾汁、およびそれらの乾燥物、分画物、精製物等
を好ましく使用することができる。本発明の肥満抑制組成物におけるスルフォラファン化
合物の配合割合は、特に制限はされないが、スルフォラファンに換算して、例えば、０．
０００００１～０．５質量％程度が好ましく、０．０００００５～０．２５質量％程度が
より好ましい。なお、当該下限値は、０．０００１質量％以上であることがより好ましく
、０．０００５質量％以上であることがさらに好ましい。
【００１２】
　また、本発明の肥満抑制組成物におけるスルフォラファン化合物の配合量は、特に制限
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はされないが、スルフォラファンに換算して、好ましくは0.1～1.0ｍｇ、より好ましくは
0.1～0.6ｍｇ、さらに好ましくは0.1～0.5ｍｇになるように、実施形態にあわせ適宜選択
できる。
【００１３】
　また、本発明の肥満抑制組成物を摂取する際には、特に制限はされないが、成人一日あ
たりのスルフォラファン化合物摂取量が、スルフォラファンに換算して、好ましくは0.1
～1.0ｍｇ、より好ましくは0.1～0.6ｍｇ、さらに好ましくは0.1～0.5ｍｇになるように
、実施形態にあわせ適宜選択できる。
【００１４】
　本発明で使用するヤナギエキスは、ヤナギ科ヤナギ（Salix）属又はヤマナラシ属の植
物から抽出したものを指す。ヤナギ科ヤマナラシ属の植物の例としては、「ウラジロハコ
ヤナギ」（別名、「ハクヨウ」、「ギンドロ」；ポルプス・アルバ（P. alba））、カナ
ダポプラ（ポプルス・カナデンシス（P. x Canadensis））、コットンウッド（cottonwoo
d）（ポルプス・デルトイデス（P. deltoides））（別名、「ヒロハハコヤナギ」）、「
コトカケヤナギ」（ポルプス・ユーフラティカ（P. euphratica））、「オオバヤマナラ
シ」（ポルプス・トメントサ（P. tomentosa））、「チリメンドロ」（ポルプス・コリア
ナ（P. koreana））、「ドロノキ」（ポルプス・マキシモウィクシィ（P. maximowiczii
））、「ヨーロッパクロヤマナラシ」（ポルプス・ニグラ（P. nigra））、「セイヨウハ
コヤナギ」（別名、「イタリアヤマナラシ」；ポルプス・ニグライタリカ変種（P. nigra
 var. italica））、「ヤマナラシ」（別名、「ハコヤナギ」、「ポプラ」；ポルプス・
シーボルディ（P. sieboldii））、ヒロハハコヤナギ（ポルプス・タカマハカ（P. tacam
ahaca））、「シナヤマナラシ」、「チョウセンヤマナラシ」（ポルプス・ダビディアー
ナ（P. davidiana））、アメリカポプラ（ポルプス・トレムロイデス（P. tremuloides）
）及びポルプス・ユーラメリカナ（P. euramericana）が挙げられる。ヤナギ科ヤナギ属
の植物の例としては、セイヨウシロヤナギ（White Willow）（サリックス・アルバ（S. a
lba））、「サイコクキツネヤナギ」（サリックス・アロポクロア（S. alopochroa））、
「ユスラバヤナギ」（サリックス・アウリタ（S. aurita））、「シダレヤナギ」（別名
、「イトウヤナギ」、サリックス・バビロニカ（S. babylonica））、「ヤマネコヤナギ
」（別名、「バッコヤナギ」、サリックス・バッコ（S. bakko））、「アカネヤナギ」（
別名、「マルバヤナギ」、サリックス・ケノメロイデス（S. chaenomeloides））、「コ
ガネシダレ」（サリックス・クリソコーマ（S. chrysochoma））、サリックス・ダフノイ
デス（S. daphnoides：セイヨウエゾヤナギ）、「サリックス・エレアグノス」（サリッ
クス・エレアグノス「Ｓｃｏｐｏｌｉ」（S. elaeagaos 'Scopoli'））、「ポッキリヤナ
ギ」（サリックス・フラギリス（S.fragilis））、「オオキツネヤナギ」（別名、「キン
メヤナギ」、サリックス・フツラ（S. futura））、「カワヤナギ」（別名、「ナガバカ
ワヤナギ」、サリックス・ギルギアナ（S. gilgiana））、「ネコヤナギ」（サリックス
・グラシリスチラ（S. gracilistyla））、「クロヤナギ」（サリックス・グラシリスチ
ラメラノスタキス変種（S. gracilistyla var. melanostachys））、「サウセ」（サリッ
クス・フンボルディアナ（S. humboldtiana））、「イヌコリヤナギ」（サリックス・イ
ンテグラ（S. integra））、「シバヤナギ」（サリックス・ジャポニカ（S. japonica）
）、「シロヤナギ」（サリックス・ジェッソエンシス（S. jessoensis）、「キヌヤナギ
」（サリックス・キヌヤナギ（S. kinuyanagi））、「コリヤナギ」（サリックス・コリ
ヤナギ（S. koriyanagi））、「エゾヤナギ」（サリックス・ロリダ（S. rorida））、「
フリソデヤナギ」（サリックス・レウコピテキア（S. leucopithecia））、「ウンリュウ
ヤナギ」（サリックス・マツダナトルツオサ品種（S. matsudana f. tortuosa））、「タ
カネイワヤナギ」（別名、「レンゲイワヤナギ」）、「オオシダレヤナギ」（サリックス
・オオシダレ（S. ohsidare））、「エゾマメヤナギ」（サリックス・ヌンムラリアパウ
シフローラ亜種（S. nummularia ssp. Pauciflora））、「エゾノキヌヤナギ」（サリッ
クス・ペッスス（S. pet-susu））、サリックス・プルプレア（S. purpurea：セイヨウコ
リヤナギ）、「コウヒリュウ」、「ミヤマヤナギ」（別名、「ミネヤナギ」、サリックス
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・レイニィ（S. reinii））、「コマイワヤナギ」（サリックス・ルピフラガ（S. rupifr
aga））、「オノエヤナギ」（別名、「カラフトヤナギ」、サリックス・サッカリネンシ
ス（S. sachalinensis））、「コゴメヤナギ」（サリックス・セリッセフォリア（S. ser
issaefolia））、「シライヤナギ」（サリックス・シライ（S. shiraii））、サリックス
種、「タチヤナギ」（サリックス・サブフラギリス）、「ノヤナギ」（別名、「ヒメヤナ
ギ」）、「セイヨウタチヤナギ」、「キツネヤナギ」（別名、「イワヤナギ」、サリック
ス・ブルピン（S. vulpine））及び「エゾノタカネヤナギ」（サリックス・エゾアルピナ
（S. yezoalpina））が挙げられる。このうち、ヤナギ科ヤナギ属の植物が好ましく、さ
らには、サリックス・ダフノイデス（Salix　daphnoides、セイヨウエゾヤナギ）、サリ
ックス・プルプレア(Salix purpurea、セイヨウコリヤナギ)、サリックス・フラギリス（
Salix　fragilis、ポッキリヤナギ）、サリックス・アルバ（Salix　alba、セイヨウシロ
ヤナギ、White　Willow）が好ましい。これらは単独若しくは二種以上を組み合わせて抽
出に供することができる。抽出部位としては、ヤナギの芽（若枝も含む）、葉、枝、幹、
樹皮を単独で又はそれらを任意に組み合わせて使用することができ、この中でも芽（若枝
も含む）や樹皮が好ましい部位である。抽出する場合、上記のヤナギの抽出部位を細断・
破砕・粉砕して好ましく用いることができる。また、抽出物について乾燥などの処理を好
ましく行うことができる。このようなヤナギエキスとしては、例えば、欧州薬局方および
ドイツ薬局方に規格に適合する「Salicis　cort　extract（Frutarom Switzerland Ltd.
社製）」を使用できる。具体的には、「Salix　purpurea、Salix　daphnoidesおよびSali
x　fragilisの１種以上を含む植物の樹皮および/または新芽・若枝を、水を用いて抽出し
て得られた粉末状のエキス」である「Salicis　cort　extract（Frutarom　Switzerland
　Ltd.社製）」として入手することが可能である。
【００１５】
　ヤナギの抽出方法としては、溶媒を使用し、超音波照射、加熱、加圧静置などの条件下
で、静置、振盪、攪拌にて行う。これらの抽出方法・条件は、必要に応じて任意に組合せ
ることもできる。使用する抽出溶媒としては、水性溶媒及び有機溶媒を抽出剤として使用
し、単独で又はそれらを組み合わせて使用することができる。また、超臨界流体抽出法を
使用する場合は、常温で液体または気体状態の化合物を、超臨界状態にして得られる超臨
界流体を使用する。有機溶媒の例としては、エチルアルコール、プロパノール、イソプロ
パノール、ブタノール等の低級アルコール；ポリエチレングリコール、プロピレングリコ
ール、１，３－ブチレングリコール、ジプロピレングリコール等の多価アルコール；酢酸
エチル、酢酸ブチル及び同様のエステル；アセトン、メチルエチルケトン等のケトン；並
びに二酸化炭素、メチルアルコール、アンモニアなどの超臨界流体が挙げられる。幾つか
の実施形態では、好ましい抽出溶媒としては、水、エチルアルコール及びそれらの混合物
が挙げられる。幾つかの実施形態では、水を抽出溶媒として使用する。抽出時の抽出溶媒
の温度（抽出温度）は超臨界流体溶媒や加圧条件での抽出を除けば、好ましくは３℃～使
用される抽出溶媒の沸点である。通常、加熱し室温より高い温度で抽出することが好まし
く、熱水または沸騰抽出時間は、例えば抽出溶媒の種類、抽出温度によって適宜設定する
。前記抽出して得られたエキスは、必要に応じてさらに種々の処理を行うことができる。
例えば、分画、精製、濃縮、乾燥などの処理が挙げられる。また、粉末などの固体形態の
場合、デキストリン、結晶セルロースやコーンスターチなどの賦形剤を添加することもで
きる。
【００１６】
　本発明で使用するオレウロペインは、ポリフェノール性の物質であり、モクセイ科オリ
ーブ属の植物の花、果皮、果実、葉、樹皮、根または種子、特に葉や果実に多量に含まれ
ている。これらの植物から抽出して得られた抽出物をさらに精製処理を行い、オレウロペ
イン含量を高めたものを好ましく使用できる。抽出に供することができるモクセイ科オリ
ーブ属の植物としては、例えば、オリーブ（Olea europaea Linne）やその同属種（例え
ば、Olea welwitschii、Olea paniculataなど）が挙げられる。これらの品種の代表例と
しては、例えばネバディブロンコ、マンザニロ、ピクアル、ホジブランコ、アルベキナ、
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カタマラ、コロネイキ、ピッチョリーネ、パラゴン、ワッガベルダル、ミッション、ワシ
ントン、ウエストオーストラリアミッション、サウスオーストラリアベンダル、アザパ、
バルネア、コルニカブラ、ゴルダル、フラントイオ、レッチーノ、チプレッシーノ、ルッ
カ、アスコラーナテレナ、コレッジョッラ、モロイオロ、ブラックイタリアン、コラティ
ーナ、ヘレナ、ロシオーラ、ワンセブンセブン、エルグレコ、ハーディズマンモスが挙げ
られる。オレウロペインは、合成品を用いることもできる。
【００１７】
　オリーブ葉やオリーブ果実等を溶媒で抽出し、必要に応じて分離、精製などの処理を行
って得られるオリーブエキスにはオレウロペインが含まれており、本発明に好ましく用い
ることができる。オリーブエキスとしては、オレウロペイン含有量が１５質量％以上のも
のが好ましく、２０質量％以上のものがより好ましく、３０質量％以上のものがさらに好
ましい。一方、未精製のオリーブエキスを本願発明に使用する場合、オレウロペイン含有
量が低い場合があり得ると考えられ、また、オレウロペイン以外の成分も多く含まれ得る
。従って、未精製のオリーブエキスを用いる場合には、オレウロペイン含有量に留意し、
本発明の効果が奏される範囲において使用することが好ましい。よって、オリーブエキス
としては、精製されたオリーブエキスを用いることが好ましい。
【００１８】
　抽出に使用する溶媒としては、水、エタノールのほか、石油エーテル、ヘキサン、ブタ
ノール、プロパノール、メタノール、ポリエチレングリコール、プロピレングリコール、
ブチレングリコールおよびこれら溶媒の混合液が挙げられるが、水または水とエタノール
の混合液（水－エタノール混合液）が好ましい。水－エタノール混合液の混合比（水：エ
タノール）は、体積比で好ましくは１００：１～１：２００程度、より好ましくは２０：
１～１：２０程度であり、最も好ましくは１：９～１：１程度である。
【００１９】
　抽出方法については、その溶媒の温度や原料に対する溶媒の重量比率、または抽出時間
についても、種々の原料および使用する溶媒に対しそれぞれを任意に設定することができ
る。また、抽出時の溶媒の温度は約－４℃～約２００℃の範囲であればよいが、約３０℃
～約１５０℃が好ましく、約４０℃～約８０℃がより好ましい。
【００２０】
　また、抽出にオリーブ葉を用いる場合は、オレウロペイン含量の高いオリーブ生葉を使
用することが好ましい。また特に生葉を乾燥して得られる乾燥葉も好ましい。乾燥方法は
限定するものではないが、例えば、特開２００３－３３５６９３に開示する方法などを用
いて得られるオレウロペイン含量の高いオリーブ葉を使用することが好ましい。
【００２１】
　同様に、オリーブ果実を用いる場合は、オリーブ未成熟果実においてオレウロペインが
生成され蓄積され始め、その後果実の外観が緑黄色になる程度に成熟するとオレウロペイ
ンの蓄積量増加作用が消失傾向にあるため、成熟果実を使用することが好ましい。成熟果
実としては外観が緑色～緑黄色のものがなかでも好ましい。
【００２２】
　本発明で使用するオリーブエキスとしては、例えば、オリーブ葉やオリーブ果実等の溶
媒粗抽出液の溶媒を蒸留やろ過などの処理により除去した後に、例えばスチレンジビニル
ベンゼン重合樹脂（ダイアイオンＨＰ２０：三菱化学）、アンバーライトＸＡＤ樹脂（ロ
ームアンドハース社）、デュオライトＳ樹脂（ダイアモンドシャムロック社）などの樹脂
カラムに通し、オレウロペインを吸着させ、その後に脱着操作を行い、得られた溶液を減
圧下で濃縮し、乾燥させることにより得ることができるオリーブ葉エキスもしくはオリー
ブ果実エキスが好ましく挙げられる。これらの処理により、粗抽出液中のオレウロペイン
含有量と比較し、含有量を３～６倍量まで高めることができるだけでなく、他の成分の配
合比率を大幅に低減することができる。
【００２３】
　このようなオレウロペイン量を高めた原料を商業的に入手することも可能である。たと
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えば、オリーブ葉乾燥エキス（FRUTAROM社製、オレウロペイン含有量１８-２６％）、オ
リーブ葉エキス末（バイオフロンテ社製、オレウロペイン含有量約４０％）、オリーブ葉
エキス（バイオアクティブズジャパン社製、オレウロペイン含有量約２５％）、オピエー
ス（エーザイフード社製、オレウロペイン含有量約３５％）などが挙げられる。
【００２４】
　本発明の肥満抑制組成物におけるオレウロペインの配合割合は、特に制限はされないが
、例えば、０．０００５～３０質量％程度が好ましく、０．００１～２５質量％程度がよ
り好ましい。なお、当該下限値は、０．００５質量％以上であることがより好ましく、０
．０１質量％以上であることがさらに好ましい。
【００２５】
　また、本発明の肥満抑制組成物におけるオレウロペインの配合量は、特に制限はされな
いが、好ましくは３０～１３０ｍｇ、より好ましくは３０～１１０ｍｇ、さらに好ましく
は３０～７０ｍｇになるように、実施形態にあわせ適宜選択できる。
【００２６】
　また、本発明の肥満抑制組成物を摂取する際には、特に制限はされないが、成人一日あ
たりのオレウロペイン摂取量が、好ましくは３０～１３０ｍｇ、より好ましくは３０～１
１０ｍｇ、さらに好ましくは３０～７０ｍｇになるように、実施形態にあわせ適宜選択で
きる。
【００２７】
　本発明で使用するヒドロキシチロソールはオレウロペインの構成骨格のひとつであり、
オレウロペインを加水分解することにより効率よく得ることができる。オレウロペインは
、モクセイ科オリーブ属の植物の花、果皮、果実、葉、樹皮、根または種子、特に葉や果
実に多量に含まれることから、ヒドロキシチロソールは、通常、オリーブ属植物から抽出
して得られた粗抽出物や、上述のオレウロペイン含量を高める処理を行った後の抽出物に
対して加水分解処理を行い、必要に応じて更に分離、精製処理等を行うことにより調製さ
れる。なお、加水分解処理前のオリーブエキス中にもヒドロキシチロソールは含有される
。加水分解処理を行うことで、より多くのヒドロキシチロソールを含有するオリーブエキ
スを調製することができるのである。前記抽出に供することができるモクセイ科オリーブ
属の植物としては、例えば、オリーブ（Olea europaea Linne）やその同属種（例えば、O
lea welwitschii、Olea paniculataなど）が挙げられる。これらの品種の代表例としては
、上述したのと同様、例えばネバディブロンコ、マンザニロ、ピクアル、ホジブランコ、
アルベキナ、カタマラ、コロネイキ、ピッチョリーネ、パラゴン、ワッガベルダル、ミッ
ション、ワシントン、ウエストオーストラリアミッション、サウスオーストラリアベンダ
ル、アザパ、バルネア、コルニカブラ、ゴルダル、フラントイオ、レッチーノ、チプレッ
シーノ、ルッカ、アスコラーナテレナ、コレッジョッラ、モロイオロ、ブラックイタリア
ン、コラティーナ、ヘレナ、ロシオーラ、ワンセブンセブン、エルグレコ、ハーディズマ
ンモスが挙げられる。ヒドロキシチロソールは、合成品を用いることもできる。
【００２８】
　オリーブ葉やオリーブ果実等を溶媒で抽出し、必要に応じて分離、精製などの処理を行
って得られるオリーブエキスには、オレウロペインに加えて、ヒドロキシチロソールも含
まれており、本発明に好ましく用いることができる。さらに、当該オリーブエキスを公知
の方法を用いて加水分解処理し、必要に応じて更に分離、精製処理などを行って得られる
オリーブエキス加工物は、ヒドロキシチロソールを多く含有しており、これも好ましく本
発明に用いることができる。オリーブエキス又はオリーブエキス加工物としては、ヒドロ
キシチロソール含有量が５質量％以上のものが好ましく、１０質量％以上のものがより好
ましく、２０質量％以上のものがさらに好ましい。
【００２９】
　ヒドロキシチロソールを含有するオリーブエキスの調製は、上述したオレウロペインを
含有するオリーブエキスの調製と同様に行うことができる。例えば、抽出に用いる溶媒や
、抽出方法については、上述と同様の条件を採用できる。
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【００３０】
　また例えば、オリーブ葉やオリーブ果実等の溶媒粗抽出液の溶媒を蒸留やろ過などの処
理により除去し、酸加水分解法など公知の方法を用いて加水分解処理を行った後に、必要
に応じて濃縮したオリーブエキス加工物や、加水分解処理後に樹脂カラムに通し、ヒドロ
キシチロソールを吸着させた後に脱着操作を行い得られるオリーブエキス加工物、さらに
は、脱着操作を行なって得られたエキスを減圧下で濃縮し、乾燥させ、必要に応じて賦形
剤と混合して得られるオリーブエキス加工物等の、オリーブエキス加工物（加水分解処理
を施した加工物）も、本発明に好ましく用いることができる。これらの処理（特に加水分
解処理）により、エキス中のヒドロキシチロソール含有量を調整することが可能である。
【００３１】
　このようなヒドロキシチロソール含有する原料を商業的に入手することも可能である。
たとえば、ＯｌｉｖｅＸ　ＨＴ６（グラップスッド社製、ヒドロキシチロソール含有量約
６％）、ＯｌｉｖｅＸ　ＣＥＯ１０（グラップスッド社製、ヒドロキシチロソール含有量
約１０％）、オリーブ葉エキス（バイオアクティブズジャパン社製、ヒドロキシチロソー
ル含有量約７％）、オラリス（エーザイフード社製、ヒドロキシチロソール含有量約２０
％）などが挙げられる。なお、上記の通り、オリーブ葉エキス末（バイオフロンテ社製）
には、オレウロペインも約４０％含有される。
【００３２】
　本発明の肥満抑制組成物におけるヒドロキシチロソールの配合割合は、特に制限はされ
ないが、例えば、０．０００１～２５質量％程度が好ましく、０．０００５～２０質量％
程度がより好ましい。なお、当該下限値は、０．０１質量％以上であることがより好まし
く、０．０５質量％以上であることがさらに好ましい。
【００３３】
　また、本発明の肥満抑制組成物におけるヒドロキシチロソールの配合量は、特に制限は
されないが、好ましくは１０～１１０ｍｇ、より好ましくは２０～９０ｍｇ、さらに好ま
しくは３０～７０ｍｇになるように、実施形態にあわせ適宜選択できる。
【００３４】
　また、本発明の肥満抑制組成物を摂取する際には、特に制限はされないが、成人一日あ
たりのヒドロキシチロソール摂取量が、好ましくは１０～１１０ｍｇ、より好ましくは２
０～９０ｍｇ、さらに好ましくは３０～７０ｍｇになるように、実施形態にあわせ適宜選
択できる。
【００３５】
　本発明の肥満抑制組成物は、飲食品組成物、経口医薬品組成物および経口医薬部外品組
成物などの経口組成物として利用することができる。飲食品組成物である場合、たとえば
、痩身用、ダイエット用もしくは糖尿病などの食事療法目的などで摂食する食品、特定保
健用食品、栄養補助食品、機能性食品、老人用食品などであることができる。
【００３６】
　本発明の肥満抑制組成物の形態としては、特に制限はされないが、経口組成物である場
合、例えば、液体、錠剤、チュアブル錠、発泡錠、トローチ、ドロップ、（硬、軟）カプ
セル、顆粒、粉末、粉末飲料（粉末を水などの溶媒に溶解させて飲料を用時調製する）、
丸剤、ドライシロップ、浸剤、煎剤、舐剤、チューイングガム、シロップ、飲料、酒精剤
、口腔内崩壊剤、ゲル/ゼリー、ホイップ、スプレー、ペースト、シート、ペースト、ゲ
ル（ゼリーなど）などが挙げられる。また、当該経口組成物を液体形態にする場合は、有
効成分の安定性を高めるために、液体と固形体を分離し、飲用時に両者を混合する２剤式
飲料も最適な形態として挙げられる。
【００３７】
　本発明の飲食品は、通常、容器詰飲食品として提供される。本発明において容器詰飲食
品とは、飲食品形態の本発明の肥満抑制組成物を、容器に充填し密封された状態で消費者
に提供される飲食品をいう。ここでいう容器とは、ガラス壜、合成樹脂製のボトル、合成
樹脂やラミネート材などの複合体などで構成されるシート材（袋体、イージーピール接合
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体、パウチなど）、紙容器、金属缶、ＰＴＰ包装体などを意味する。
【００３８】
　本発明の肥満抑制組成物が、特に経口組成物である場合は、本願効果を損なわない範囲
であれば、オレウロペイン、ヒドロキシチロソール、ヤナギエキスおよびスルフォラファ
ン以外の、一般的に食品や医薬品等で用いられる公知の成分を配合することができる。た
とえば、賦形剤、粘結剤、乳化剤、甘味料、酸味料、強化剤、食物繊維、酸化防止剤、調
味料、香料、着色料、滑沢剤、増粘多糖類等の従来公知の食品添加物等、従来食品に添加
される他の成分（食品添加物の他食品も含む）を含んでもよい。このような公知の成分は
、１種単独で又は２種以上を組み合わせて用いることができる。
【００３９】
　賦形剤としては、たとえば、マルチトール、キシリトール、ソルビトール、エリスリト
ール等の糖アルコール類、結晶セルロース、乳糖、白糖、ブドウ糖、デキストリン、デン
プン、炭酸塩類およびリン酸塩類等を配合することができる。
【００４０】
　粘結剤は、たとえばゼラチン、アルギン酸、キサンタンガム、セルロース、ヒドロキシ
プロピルセルロース、メチルセルロース、カラギーナン、プルランおよびペクチン等を配
合することができる。
【００４１】
　乳化剤としては、ショ糖脂肪酸エステル、マルトース脂肪酸エステル、ラクトース脂肪
酸エステル等の糖脂肪酸エステル、ソルビタン脂肪酸エステル、脂肪酸モノグリセライド
、ポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレングリセリン脂肪酸
エステル、ポリオキシエチレンソルビット脂肪酸エステル、ポリエチレンステロール、ア
ルキルグルコシド、リン脂質などの界面活性剤；デンプン液、ゼラチン溶液、ヒドロキシ
プロピルセルロース、ヒドロキシプロピルメチルセルロース、ヒドロキシエチルセルロー
ス、結晶セルロース、粉末セルロース、カルボキシメチルセルロース、メチルセルロース
、エチルセルロース、アラビアゴム末、プルラン、ペクチン、デキストリン、トウモロコ
シデンプン、アルファー化デンプン、ゼラチン、キサンタンガム、ジェランガム、カラギ
ーナン、トラガント、トラガント末、マクロゴールなどの高分子が挙げられる。これらは
、単独または２種以上を組み合わせて配合することができる。
【００４２】
　甘味剤としては、例えばサッカリン、サッカリンナトリウム、アセスルファムカリウム
、ステビアエキス、ステビオサイド、スクラロース、ネオヘスペリジルジヒドロカルコン
、グリチルリチン、ペリラルチン、ソウマチン、アスパルチルフェニルアラニンメチルエ
ステル、メトキシシンナミックアルデヒド、トレハロース、エリスリトール、ソルビトー
ル、パラチノース、パラチニット、キシリトール、マルトース、ラクチトール、フルクト
ース、還元パラチノース、グルコース、砂糖、三温糖、精製はちみつ、未精製はちみつ、
還元水飴、水飴、異性化糖（ブドウ糖果糖液糖、果糖ブドウ糖液糖など）などが挙げられ
る。これら甘味剤は、単独でまたは２種以上を組み合わせて使用することができる。
【００４３】
　酸味料としては、たとえば、クエン酸、グルコン酸、りんご酸、酒石酸などの果実酸類
、酢酸、乳酸、リン酸、コハク酸、グルタミン酸などを配合することができる。
【００４４】
　強化剤としては、たとえば、ビタミン類、ミネラル類、アミノ酸類、動植物エキス、ペ
プチドなどを配合することができる。
【００４５】
　食物繊維としては、水溶性食物繊維や水不溶性食物繊維を配合することができる。たと
えば、難消化性デキストリン、セルロース（パルプ）、アップルファイバー、ポテトデキ
ストロース、サイリウム、ビートファイバー、アラビアガムなどを配合することができる
。
【００４６】
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　抗酸化剤としては、たとえば、ジブチルヒドロキシトルエン、アスコルビン酸、エリソ
ルビン酸、トコフェロール、「カテキン」や「緑茶ポリフェノ－ル」などの茶エキス、「
ルチン(抽出物) 」、「クエルセチン」、「ルチン酵素分解物」、「酵素処理ルチン(抽出
物)」や「酵素処理イソクエルシトリン」などのルチン類、酵素分解リンゴエキス、「シ
ョ糖脂肪酸エステル」、「ソルビタン脂肪酸エステル」、「酵素処理レシチン」、「酵素
分解レシチン」、「サポニン」等の乳化剤、等を配合することができる。
【００４７】
　本発明の肥満抑制組成物は、特に経口摂取することにより、脂肪分解し易い体質に改善
し、食事コントロールまたは運動により得られるダイエット効果を向上させるだけでなく
、平常時における脂肪分解能を向上させる効果が得られる。したがって、本発明は、ダイ
エット用食品、美容食品、運動療法時向けの食品、肥満治療食、および、病気や運動機能
障害、高齢などの理由より肉体活動量が極端に少ない人向けの飲食品などとして最適に用
いることができる。本発明は、ダイエット、美容または肥満改善に適している旨の表示を
付した飲食品であることもできる。また、肥大化脂肪細胞の生成を防ぐ側面もあることか
ら、肥満、糖尿病およびこれらに関する種々の疾患の予防および改善に寄与することもで
き、肥満、メタボリックシンドローム、糖尿病、動脈硬化、耐糖能異常、高血圧、高脂血
症、高中性脂肪血症、高コレステロール血症および肝疾患などの予防および改善のための
経口組成物、医薬品、飲食品などにも用いることもできる。また、本発明は、歯周病（歯
肉炎、歯周炎）などの肥満や糖尿病の合併症の予防および改善のための経口組成物、医薬
品、飲食品などに用いることもでき、上述した疾患の予防または改善に適している旨の表
示を付した経口組成物（飲食品を含む）とすることもできる。
【実施例】
【００４８】
　以下、本発明を具体的に説明するが、本発明は下記の例に限定されるものではない。な
お、以下特に断りのない限り「％」は「質量％」を示す。
【００４９】
脂肪細胞における脂肪滴蓄積抑制
　前駆脂肪細胞３Ｔ３-Ｌ１細胞を用いて、脂肪細胞における脂肪滴蓄積抑制効果の評価
を行った。３Ｔ３-Ｌ１細胞は、マウスの繊維芽細胞から脂肪を蓄積する株として分離さ
れた細胞であり、細胞自体が不死化されているため、分化誘導前は、繊維芽細胞として大
量増殖することができる。また、３Ｔ３-Ｌ１細胞は、インスリン、デキタメタゾンおよ
び3-イソブチル-1-メチルキサンチン（ＩＢＭＸ）により、脂肪細胞に９５％以上分化誘
導することができる。
【００５０】
　（培地調製）
　継代用培地として、継代用培地Ａ（ＤＭＥＭ(４．５g/L Glu)、(Sigma、glucose、D576
9)、１０％ＢＳ（Gibco、16170）および１％抗生物質（Gibco、 Antibiotic-Antimycotic
、 15240-062））、並びに継代用培地Ｂ（ＤＭＥＭ（４．５ｇ/L Glu）、１０％ＦＢＳ（
Biowest、S1560）および１％抗生物質）を用いた。
【００５１】
　分化誘導培地としては、継代用培地Ｂに、１０μg/ｍＬインスリン溶液（Wako、093-06
351）、０．２５μＭ Dexamethasone(Sigma、D4902) および０．１１ｍｇ/ｍＬ ３-イソ
ブチル-１-メチルキサンチン(Sigma、15879)を加えたものを用いた。分化促進培地として
は、継代用培地Ｂに５μg/ｍＬインスリン溶液を加えたものを用いた。分化誘導培地およ
び分化促進培地は用時調製した。
【００５２】
　（サンプルの調製方法）
　オレウロペインは、シグマ社製の試薬「オレウロペイン」を用いた。実験には、オレウ
ロペイン量として、最終濃度が５０μＭになる量を配合した。
　ヒドロキシチロソールは、シグマ社製の試薬「ヒドロキシチロソール」を用いた。実験
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　ヤナギエキスは、ヤナギ（サリックス・ダフノイデス、サリックス・プルプレア、サリ
ックス・フラギリス、サリックス・アルバの少なくなくとも1種以上含む植物の混合物）
の新芽を含む若枝の水抽出物（乾燥粉末）を用いた。実験には、最終濃度が２．５、５、
１２．５、２５、５０、１００および２００μｇ/ｍｌとなるように、培地で希釈して用
いた。
　スルフォラファンは、シグマ社製の試薬「スルフォラファン」を用いた。実験には１０
０ｍＭのＤＭＳＯ溶液を調製し、培地で希釈して用いた。
　γ－オリザノールは５ｍＭ溶液を調製し、培地で希釈して用いた。
【００５３】
　（細胞培養とサンプル添加方法）
　３Ｔ３-Ｌ１細胞（大日本住友製薬, Embryo mouse）は、継代用培地Aにて必要量を増殖
させ、コラーゲンコート培養プレート（住友ベークライト,スミロンセルタイトC-1）に、
２．５×１０4ce1l/ウェルの濃度となるように、細胞懸濁液１ｍＬを播種し、３７℃、５
％CO2下で２日間培養した。その後、継代用培地Bに培地交換し、コンフルエント後、約２
日間、継代用培地Ｂにて培養を続け、分化誘導培地に交換した(０日目)。分化誘導培地に
より分化誘導して４８時間以内に、分化促進培地に交換した(２日目)。各々のサンプルは
、分化誘導培地交換時(０日目)から、７-８日目まで、継続的に添加し続けた。なお、サ
ンプル添加は、表１～表４に示す組成に従って行った。
【００５４】
　（脂肪細胞のOil Red染色方法）
　［試薬調製］
　冷１０％ホルマリン/ＰＢＳは、ＰＢＳ（リン酸緩衝生理食塩水）に１０％(v/v)量ホル
マリンを添加し、ｐＨ７.４に調整して調製し、４℃で保管した。本試験では、１０％中
性緩衝ホルマリン液（Wako, 060-03845）を使用した。
【００５５】
　染色液には０．５％ Oil Red O/イソプロパノール溶液を用いた。Oil Red O（Wako, 15
4-02072）をイソプロパノール（Sigma）に振盪溶解し、飽和溶液として調製した。使用直
前に、０．５％　Oil Red O/イソプロパノール溶液と蒸留水とを３:２の割合で混合した
（用時調製）。
【００５６】
　［染色方法］
　上記の培養方法にて、７-８日目まで培養したウェルプレートの３Ｔ３-Ｌ１細胞を用い
た。培地が入った状態で、冷１０％ホルマリン/ＰＢＳを０．５ｍｌ/ウェル添加し、室温
放置した。培地を除き、新たに冷１０％ホルマリン/ＰＢＳを０．５ｍｌ/ウェル添加し、
室温にて放置した。ホルマリン溶液を除き、蒸留水（１ｍｌ/ウェル）で２-３回洗浄し、
残った蒸留水を完璧に除いた。６０％イソプロパノール（０．５ｍｌ/ウェル）で1回洗浄
後、濾過済み染色液を１ｍｌ/ウェル添加し、室温にて放置した。染色後、６０％イソプ
ロパノール(０．５ｍｌ/ウェル)で1回洗浄し、蒸溜水（１ｍｌ/ウェル）で２-３回洗浄し
た。１００％イソプロパノール（０．５ｍｌ/ウェル）で溶解し、パラフィルムでプレー
ト側面を巻き、２０℃、２０ min ゆっくり振盪させながら抽出した。溶出させたイソプ
ロパノール溶液をマイクロプレートリーダーにてOD　490nmで測定した。測定結果は、何
も添加していない培地での脂肪細胞における脂肪蓄積量を１００としたときの相対値で表
した。結果を表１～表４に併せて示す。
【００５７】
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【表１】

【００５８】
【表２】

【００５９】
【表３】

【００６０】
【表４】

【００６１】
　表１及び表２に示すように、何も添加していない培地での脂肪細胞における脂肪蓄積量
を１００としたとき（比較例８ａ）の、オレウロペイン５０μＭ、スルフォラファン０．
５～１．２５μＭの各成分を培地に添加し培養した時の脂肪細胞における相対脂肪蓄積量
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は約１００前後となり、コントロールとほぼ同じ脂肪蓄積量を示した。また、ヤナギエキ
ス添加時（６１．９；比較例４ａ）、又はγ－オリザノール添加時（５１．４；比較例６
ａ）はそれぞれコントロール（比較例８ａ）より少ない量の脂肪蓄積量を示した。これに
対して、オレウロペインとスルフォラファをの組合せて添加した時は、スルフォラファン
０．５～１．２５μＭの範囲において、７９．６～７４．０となり、脂肪蓄積を抑制する
効果が確認でき、また、ヤナギエキスにおいても、単独では効果がみられなかったオレウ
ロペイン量と組み合わせることにより脂肪蓄積作用を増強できることがわかった。一方、
同様に脂肪蓄積抑制作用の強かったγ－オリザノールにおいては、オレウロペインと組み
合わせても脂肪蓄積抑制作用の増強は全く見られなかった。以上より、ヤナギエキスおよ
びスルフォラファンは、オレウロペインと組み合わせて使用することで、脂肪細胞への脂
肪蓄積を強く抑制することができることがわかった。
【００６２】
　また、表３及び表４に示すように、何も添加していない培地での脂肪細胞における脂肪
蓄積量を１００としたとき（比較例１ｂ）の、各成分を培地に添加し培養した時の脂肪細
胞における相対脂肪蓄積量は、ヒドロキシチロソール２５μＭ、又はスルフォラファン０
．２５～２．５μＭ添加時は、何れも約１００前後を示し、コントロール（比較例１ｂ）
とほぼ同じ脂肪蓄積量を示した。また、ヒドロキシチロソール３７．５μＭ、ヤナギエキ
ス１２．５μｇ／ｍＬ、又はγ－オリザノール０．５μＭ添加時は何れも７５－８０であ
り、コントロールに比較して２５％程度の蓄積抑制効果を示した。これに対して、ヒドロ
キシチロソールとスルフォラファンを組合せて添加した時は、ヒドロキシチロソール及び
スルフォラファン単独では脂肪蓄積効果を見出せない濃度での組合せでも２０～３０％の
抑制効果を示した。また、ヒドロキシチロソール３７．５μＭ、ヤナギエキス１２．５μ
ｇ／ｍＬ、又はγ－オリザノール０．５μＭ添加時は、コントロールに対して約２５％程
度の脂肪蓄積抑制作用を示したが、これらを組み合わせて添加すると、ヒドロキシチロソ
ールとヤナギエキスの組み合わせでは約５０％の抑制効果を示したのに対して、ヒドロキ
シチロソールとγ－オリザノールの組み合わせは、７６．７と各々の単独で示した抑制効
果と同じであり、両者の組み合わせることによる脂肪蓄積抑制作用の増強は全く見られな
かった。以上より、ヤナギエキスおよびスルフォラファンは、ヒドロキシチロソールと組
み合わせて使用することで、脂肪細胞への脂肪蓄積を抑制できることがわかった。
【００６３】
　以下、本発明に係る肥満抑制組成物（特に経口組成物）の実施例の処方を挙げるが、本
発明は下記の処方に限定されるものではない。なお、特に指定の無いかぎり配合量は質量
％を示す。
【００６４】
処方例１：粉末スポーツ用飲料
　　　　原　料　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量
オリーブ葉エキス（オレウロペイン２０％含有）　　　０．９
ブロッコリースプラウトエキス
　（スルフォラファン２％含有）　　　　　　　　　　０．１
粉末果汁　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１７
塩化ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　７
クエン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４
クエン酸三ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　１．５
塩化マグネシウム　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０３
塩化カリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０６
香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
果糖　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残　　部
　　　　　　　　合　　　計　　　　　　　　　　１００
３０ｇ/包を水５００ｍｌに溶解し、飲用する。１回あたりの摂取量は、オレウロペイン
が５４ｍｇ、スルフォラファンは０．６ｍｇ。
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【００６５】
処方例２：粉末スポーツ用飲料
　　　　原　料　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量
オリーブ葉エキス（オレウロペイン３５％含有）　　　０．４
ブロッコリースプラウトエキス
　（スルフォラファン２％含有）　　　　　　　　　　０．０７
粉末果汁　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１７
塩化ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　７
クエン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４
クエン酸三ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　１．５
塩化マグネシウム　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０３
塩化カリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０６
香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
果糖　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残　　部
　　　　　　合　　　計　　　　　　　　　　　　１００
３０ｇ/包を水５００ｍｌに溶解し、飲用する。１回あたりの摂取量は、オレウロペイン
が４２ｍｇ、スルフォラファンは約０．４ｍｇ。
【００６６】
処方例３：粉末スポーツ用飲料
　　　　原　料　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量
オリーブ葉エキス（オレウロペイン４０％含有）　　　０．９
ブロッコリースプラウトエキス
　（スルフォラファン２％含有）　　　　　　　　　　０．３
粉末果汁　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１７
塩化ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　７
クエン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４
クエン酸三ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　１．５
塩化マグネシウム　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０３
塩化カリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０６
香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
果糖　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残　　部
　　　　　　合　　　計　　　　　　　　　　　　１００
３０ｇ/包を水５００ｍｌに溶解し、飲用する。１回あたりの摂取量は、オレウロペイン
が約１１０ｍｇ、スルフォラファンは１．８ｍｇ。
【００６７】
処方例４：粉末茶
　　　　原　料　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量
オリーブ葉エキス（オレウロペイン２０％含有）　　　７．５
ブロッコリースプラウトエキス
　（スルフォラファン２％含有）　　　　　　　　　　１．２５
香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５
果糖　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残　　部
　　　　　　合　　　計　　　　　　　　　　　　１００
２ｇ/包を水１５０ｍｌに溶解し、飲用する。１回あたりの摂取量は、オレウロペインが
３０ｍｇ、スルフォラファンは０．５ｍｇ。
【００６８】
処方例５：粉末茶
　　　　原　料　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量
オリーブ葉エキス（オレウロペイン３５％含有）　　　７.５
ブロッコリースプラウトエキス
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　（スルフォラファン２％含有）　　　　　　　　　　２
香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５
果糖　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残　　部
　　　　　　合　　　計　　　　　　　　　　　　１００
２ｇ/包を水１５０ｍｌに溶解し、飲用する。１回あたりの摂取量は、オレウロペインが
５２．５ｍｇ、スルフォラファンは０．８ｍｇ。
【００６９】
処方例６：粉末茶
　　　　原　料　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量
オリーブ葉エキス（オレウロペイン２５％含有）　　１４
ブロッコリースプラウトエキス
　（スルフォラファン２％含有）　　　　　　　　　　１．５
香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５
果糖　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残　　部
　　　　　　合　　　計　　　　　　　　　　　　１００
２ｇ/包を水１５０ｍｌに溶解し、飲用する。１回あたりの摂取量は、オレウロペインが
７０ｍｇ、スルフォラファンは０．６ｍｇ。
【００７０】
処方例７：焼き菓子
　　　　原　料　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量
オリーブ葉エキス（オレウロペイン２０％含有）　　　１
ブロッコリースプラウトエキス
　（スルフォラファン２％含有）　　　　　　　　　　０．１
還元水飴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０
米油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５
ベーキングパウダー　　　　　　　　　　　　　　　　１.５
食塩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５
薄力粉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残　　部
　　　　　　合　　　計　　　　　　　　　　　　１００
１０ｇ/枚を５個ずつ小分け包装した焼き菓子。１小分け包装あたりの摂取量は、オレウ
ロペインが１００ｍｇ、スルフォラファンは１ｍｇ。
【００７１】
処方例８：焼き菓子
　　　　原　料　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量
オリーブ葉エキス（オレウロペイン２０％含有）　　　１．３
ブロッコリースプラウトエキス
　（スルフォラファン２％含有）　　　　　　　　　　０．１
還元水飴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０
米油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５
ベーキングパウダー　　　　　　　　　　　　　　　　１.５
食塩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５
薄力粉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残　　部
　　　　　　合　　　計　　　　　　　　　　　　１００
１０ｇ/枚を５個ずつ小分け包装した焼き菓子。１小分け包装あたりの摂取量は、オレウ
ロペインが１３０ｍｇ、スルフォラファンは１ｍｇ。
【００７２】
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処方例９：焼き菓子
　　　　原　料　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量
オリーブ葉エキス（オレウロペイン３５％含有）　　　０．５７
ブロッコリースプラウトエキス
　（スルフォラファン２％含有）　　　　　　　　　　０．１
還元水飴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０
米油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５
ベーキングパウダー　　　　　　　　　　　　　　　　１.５
食塩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５
薄力粉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残　　部
　　　　　　合　　　計　　　　　　　　　　　　１００
１０ｇ/枚を５個ずつ小分け包装した焼き菓子。１小分け包装あたりの摂取量は、オレウ
ロペインが約１００ｍｇ、スルフォラファンは１ｍｇ。
【００７３】
処方例１０：カプセル
　　　　原　料　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量
オリーブ葉エキス（オレウロペイン４０％含有）　　６０
ブロッコリースプラウトエキス
　（スルフォラファン２％含有）　　　　　　　　　　８
蔗糖脂肪酸エステル　　　　　　　　　　　　　　　　３
コーンスターチ　　　　　　　　　　　　　　　　　　残　　部
　　　　　　合　　　計　　　　　　　　　　　　１００
１５０ｍｇをゼラチンハードカプセルに充填したものを１回に３個摂取する機能性食品。
１回摂取あたりの摂取量は、オレウロペインが約１１０ｍｇ、スルフォラファンは約０．
７ｍｇ。
【００７４】
処方例１１：カプセル
　　　　原　料　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量
オリーブ葉エキス（オレウロペイン４０％含有）　　５５
ブロッコリースプラウトエキス
　（スルフォラファン２％含有）　　　　　　　　　１１
蔗糖脂肪酸エステル　　　　　　　　　　　　　　　　３
コーンスターチ　　　　　　　　　　　　　　　　　　残　　部
　　　　　　合　　　計　　　　　　　　　　　　１００
１５０ｍｇをゼラチンハードカプセルに充填したものを１回に３個摂取する機能性食品。
１回摂取あたりの摂取量は、オレウロペインが９９ｍｇ、スルフォラファンは約１ｍｇ。
【００７５】
処方例１２：カプセル
　　　　原　料　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量
オリーブ葉エキス（オレウロペイン３５％含有）　　４５
ブロッコリースプラウトエキス
　（スルフォラファン２％含有）　　　　　　　　　１０
セイヨウヤナギエキス　　　　　　　　　　　　　　　５
蔗糖脂肪酸エステル　　　　　　　　　　　　　　　　３
コーンスターチ　　　　　　　　　　　　　　　　　　残　　部
　　　　　　合　　　計　　　　　　　　　　　　１００
１５０ｍｇをゼラチンハードカプセルに充填したものを１回に３個摂取する機能性食品。
１回摂取あたりの摂取量は、オレウロペインが約７０ｍｇ、スルフォラファンは０．９ｍ
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ｇ。
【００７６】
処方例１３：錠剤
　　　　原　料　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量
オリーブ葉エキス（オレウロペイン４０％含有）　　４５
ブロッコリースプラウトエキス
　（スルフォラファン２％含有）　　　　　　　　　１０
セルロース　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０
蔗糖脂肪酸エステル　　　　　　　　　　　　　　　　３
還元麦芽糖水飴　　　　　　　　　　　　　　　　　残　　部
　　　　　　合　　　計　　　　　　　　　　　　１００
上記組成物２００ｍｇを打錠したものを１回に２個摂取する機能性食品。１回摂取あたり
の摂取量は、オレウロペインが約７０ｍｇ、スルフォラファンは０．８ｍｇ。
【００７７】
処方例１４：錠剤
　　　　原　料　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量
オリーブ葉エキス（オレウロペイン３５％含有）　　５０
セイヨウヤナギエキス　　　　　　　　　　　　　　　５
セルロース　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０
蔗糖脂肪酸エステル　　　　　　　　　　　　　　　　３
還元麦芽糖水飴　　　　　　　　　　　　　　　　　残　　部
　　　　　　合　　　計　　　　　　　　　　　　１００
上記組成物２００ｍｇを打錠したものを１回に２個摂取する機能性食品。１回摂取あたり
の摂取量は、オレウロペインが約７０ｍｇ。
【００７８】
処方例１５：錠剤
　　　　原　料　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量
オリーブ葉エキス（オレウロペイン３５％含有）　　２２
セイヨウヤナギエキス　　　　　　　　　　　　　　１０
ブロッコリースプラウトエキス
（スルフォラファン２％含有）　　　　　　　　　　　９
セルロース　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０
蔗糖脂肪酸エステル　　　　　　　　　　　　　　　　３
還元麦芽糖水飴　　　　　　　　　　　　　　　　　残　　部
　　　　　　合　　　計　　　　　　　　　　　　１００
上記組成物２００ｍｇを打錠したものを１回に２個摂取する機能性食品。１回摂取あたり
の摂取量は、オレウロペインが約３０ｍｇ。スルフォラファンは約０．７ｍｇ。
【００７９】
処方例１６：チョコレート
　　　　原　料　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量
オリーブ葉エキス（オレウロペイン３５％含有）　　　０．７５
ブロッコリースプラウトエキス
　（スルフォラファン２％含有）　　　　　　　　　　０．３
砂糖　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３５
カカオバター　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０
脱脂粉乳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
乳化剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０５
カカオマス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残　　部
　　　　　　合　　　計　　　　　　　　　　　　１００
上記組成物２０ｇを小分け包装したチョコレート。１小分け包装あたりの摂取量は、オレ
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ウロペインが５２．５ｍｇ、スルフォラファンが１．２ｍｇ。
【００８０】
処方例１７：チョコレート
　　　　原　料　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量
オリーブ葉エキス（オレウロペイン３５％含有）　　　１
ブロッコリースプラウトエキス
　（スルフォラファン２％含有）　　　　　　　　　　０．３
砂糖　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３５
カカオバター　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０
脱脂粉乳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
乳化剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０５
カカオマス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残　　部
　　　　　　合　　　計　　　　　　　　　　　　１００
上記組成物２０ｇを小分け包装したチョコレート。１小分け包装あたりの摂取量は、オレ
ウロペインが７０ｍｇ、スルフォラファンが１．２ｍｇ。
【００８１】
処方例１８：チョコレート
　　　　原　料　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量
オリーブ葉エキス（オレウロペイン３５％含有）　　　１．１
ブロッコリースプラウトエキス
　（スルフォラファン２％含有）　　　　　　　　　　０．２
砂糖　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３５
カカオバター　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０
脱脂粉乳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
乳化剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０５
カカオマス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残　　部
　　　　　　合　　　計　　　　　　　　　　　　１００
上記組成物２０ｇを小分け包装したチョコレート。１小分け包装あたりの摂取量は、オレ
ウロペインが７７ｍｇ、スルフォラファンが０．８ｍｇ。
【００８２】
処方例１９：粉末スポーツ用飲料
　　　　原　料　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量
オリーブ葉エキス
　（ヒドロキシチロソール１０％含有）　　　　　　　０．７
ブロッコリースプラウトエキス
　（スルフォラファン２％含有）　　　　　　　　　　０．０７
粉末果汁　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１７
塩化ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　７
クエン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４
クエン酸三ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　１．５
塩化マグネシウム　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０３
塩化カリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０６
香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
果糖　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残　　部
　　　　　　合　　　計　　　　　　　　　　　　１００
３０ｇ/包を水５００ｍｌに溶解し、飲用する。１回あたりの摂取量は、ヒドロキシチロ
ソールが２１ｍｇ、スルフォラファンは約０．４２ｍｇ。
【００８３】
処方例２０：粉末スポーツ用飲料
　　　　原　料　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量
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オリーブ葉エキス
（ヒドロキシチロソール２０％含有）　　　　　　　　０．４
ブロッコリースプラウトエキス
　（スルフォラファン２％含有）　　　　　　　　　　０．１
粉末果汁　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１７
塩化ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　７
クエン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４
クエン酸三ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　１．５
塩化マグネシウム　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０３
塩化カリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０６
香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
果糖　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残　　部
　　　　　　合　　　計　　　　　　　　　　　　１００
３０ｇ/包を水５００ｍｌに溶解し、飲用する。１回あたりの摂取量は、ヒドロキシチロ
ソールが２４ｍｇ、スルフォラファンは０．６ｍｇ。
【００８４】
処方例２１：粉末スポーツ用飲料
　　　　原　料　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量
オリーブ葉エキス
（ヒドロキシチロソール６％含有）　　　　　　　　　１．７
ブロッコリースプラウトエキス
　（スルフォラファン２％含有）　　　　　　　　　　０．１７
粉末果汁　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１７
塩化ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　７
クエン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４
クエン酸三ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　１．５
塩化マグネシウム　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０３
塩化カリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０６
香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
果糖　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残　　部
　　　　　　合　　　計　　　　　　　　　　　　１００
３０ｇ/包を水５００ｍｌに溶解し、飲用する。１回あたりの摂取量は、ヒドロキシチロ
ソールが約３１ｍｇ、スルフォラファンは約１ｍｇ。
【００８５】
処方例２２：粉末茶
　　　　原　料　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量
オリーブ葉エキス
（ヒドロキシチロソール２０％含有）　　　　　　　　２.５
ブロッコリースプラウトエキス
　（スルフォラファン２％含有）　　　　　　　　　　１．２５
香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５
果糖　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残　　部
　　　　　　合　　　計　　　　　　　　　　　　１００
２ｇ/包を水１５０ｍｌに溶解し、飲用する。１回あたりの摂取量は、ヒドロキシチロソ
ールが１０ｍｇ、スルフォラファンは０．５ｍｇ。
【００８６】
処方例２３：粉末茶
　　　　原　料　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量
オリーブ葉エキス
（ヒドロキシチロソール１０％含有）　　　　　　　　７．５
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ブロッコリースプラウトエキス
　（スルフォラファン２％含有）　　　　　　　　　　２．５
香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５
果糖　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残　　部
　　　　　　合　　　計　　　　　　　　　　　　１００
２ｇ/包を水１５０ｍｌに溶解し、飲用する。１回あたりの摂取量は、ヒドロキシチロソ
ールが１５ｍｇ、スルフォラファンは１ｍｇ。
【００８７】
処方例２４：粉末茶
　　　　原　料　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量
オリーブ葉エキス
（ヒドロキシチロソール２０％含有）　　　　　　　１０
ブロッコリースプラウトエキス
　（スルフォラファン２％含有）　　　　　　　　　　０．７５
香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５
果糖　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残　　部
　　　　　　合　　　計　　　　　　　　　　　　１００
２ｇ/包を水１５０ｍｌに溶解し、飲用する。１回あたりの摂取量は、ヒドロキシチロソ
ールが４０ｍｇ、スルフォラファンは０．３ｍｇ。
【００８８】
処方例２５：焼き菓子
　　　　原　料　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量
オリーブ葉エキス
（ヒドロキシチロソール６％含有）　　　　　　　　２．３
ブロッコリースプラウトエキス
　（スルフォラファン２％含有）　　　　　　　　　　０．１
還元水飴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０
米油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５
ベーキングパウダー　　　　　　　　　　　　　　　　１.５
食塩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５
薄力粉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残　　部
　　　　　　合　　　計　　　　　　　　　　　　１００
１０ｇ/枚を５個ずつ小分け包装した焼き菓子。１小分け包装あたりの摂取量は、ヒドロ
キシチロソールが６９ｍｇ、スルフォラファンは１ｍｇ。
【００８９】
処方例２６：焼き菓子
　　　　原　料　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量
オリーブ葉エキス
（ヒドロキシチロソール２０％含有）　　　　　　　　０．９
ブロッコリースプラウトエキス
　（スルフォラファン２％含有）　　　　　　　　　　０．１
還元水飴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０
米油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５
ベーキングパウダー　　　　　　　　　　　　　　　　１.５
食塩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５
薄力粉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残　　部
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　　　　　　合　　　計　　　　　　　　　　　　１００
１０ｇ/枚を５個ずつ小分け包装した焼き菓子。１小分け包装あたりの摂取量は、ヒドロ
キシチロソールが９０ｍｇ、スルフォラファンは１ｍｇ。
【００９０】
処方例２７：焼き菓子
　　　　原　料　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量
オリーブ葉エキス
（ヒドロキシチロソール２０％含有）　　　　　　　　１．１
セイヨウヤナギエキス　　　　　　　　　　　　　　　５
還元水飴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０
米油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５
ベーキングパウダー　　　　　　　　　　　　　　　　１.５
食塩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５
薄力粉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残　　部
　　　　　　合　　　計　　　　　　　　　　　　１００
１０ｇ/枚を５個ずつ小分け包装した焼き菓子。１小分け包装あたりの摂取量は、ヒドロ
キシチロソールが１１０ｍｇ。
【００９１】
処方例２８：カプセル
　　　　原　料　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量
オリーブ葉エキス
（ヒドロキシチロソール１０％含有）　　　　　　　４０
ブロッコリースプラウトエキス
　（スルフォラファン３％含有）　　　　　　　　　　６
蔗糖脂肪酸エステル　　　　　　　　　　　　　　　　３
コーンスターチ　　　　　　　　　　　　　　　　　　残　　部
　　　　　　合　　　計　　　　　　　　　　　　１００
１５０ｍｇをゼラチンハードカプセルに充填したものを１回に３個摂取する機能性食品。
１回摂取あたりの摂取量は、ヒドロキシチロソールが１８ｍｇ、スルフォラファンは約０
．８ｍｇ。
【００９２】
処方例２９：カプセル
　　　　原　料　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量
オリーブ葉エキス
（ヒドロキシチロソール２０％含有）　　　　　　　５０
ブロッコリースプラウトエキス
　（スルフォラファン１％含有）　　　　　　　　　１０
蔗糖脂肪酸エステル　　　　　　　　　　　　　　　　３
コーンスターチ　　　　　　　　　　　　　　　　　　残　　部
　　　　　　合　　　計　　　　　　　　　　　　１００
１５０ｍｇをゼラチンハードカプセルに充填したものを１回に３個摂取する機能性食品。
１回摂取あたりの摂取量は、ヒドロキシチロソールが４５ｍｇ、スルフォラファンは０．
４５ｍｇ。
【００９３】
処方例３０：カプセル
　　　　原　料　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量
オリーブ葉エキス
（ヒドロキシチロソール３０％含有）　　　　　　　６０
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セイヨウヤナギエキス　　　　　　　　　　　　　　　５
蔗糖脂肪酸エステル　　　　　　　　　　　　　　　　３
コーンスターチ　　　　　　　　　　　　　　　　　　残　　部
　　　　　　合　　　計　　　　　　　　　　　　１００
１５０ｍｇをゼラチンハードカプセルに充填したものを１回に３個摂取する機能性食品。
１回摂取あたりの摂取量は、ヒドロキシチロソールが８１ｍｇ。
【００９４】
処方例３１：錠剤
　　　　原　料　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量
オリーブ葉エキス
（ヒドロキシチロソール３０％含有）　　　　　　　５０
セイヨウヤナギエキス　　　　　　　　　　　　　　　５
セルロース　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０
蔗糖脂肪酸エステル　　　　　　　　　　　　　　　　３
還元麦芽糖水飴　　　　　　　　　　　　　　　　　残　　部
　　　　　　合　　　計　　　　　　　　　　　　１００
上記組成物２００ｍｇを打錠したものを１回に３個摂取する機能性食品。１回摂取あたり
の摂取量は、ヒドロキシチロソールが９０ｍｇ。
【００９５】
処方例３２：錠剤
　　　　原　料　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量
オリーブ葉エキス
（ヒドロキシチロソール２０％含有）　　　　　　　２５
ブロッコリースプラウトエキス
　（スルフォラファン４％含有）　　　　　　　　　　３
セルロース　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０
蔗糖脂肪酸エステル　　　　　　　　　　　　　　　　３
還元麦芽糖水飴　　　　　　　　　　　　　　　　　残　　部
　　　　　　合　　　計　　　　　　　　　　　　１００
上記組成物２００ｍｇを打錠したものを１回に２個摂取する機能性食品。１回摂取あたり
の摂取量は、ヒドロキシチロソールが２０ｍｇ、スルフォラファンが０．４８ｍｇ。
【００９６】
処方例３３：錠剤
　　　　原　料　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量
オリーブ葉エキス
（ヒドロキシチロソール３０％含有）　　　　　　　４０
セイヨウヤナギエキス　　　　　　　　　　　　　　１０
セルロース　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０
蔗糖脂肪酸エステル　　　　　　　　　　　　　　　　３
還元麦芽糖水飴　　　　　　　　　　　　　　　　　残　　部
　　　　　　合　　　計　　　　　　　　　　　　１００
上記組成物２００ｍｇを打錠したものを１回に３個摂取する機能性食品。１回摂取あたり
の摂取量は、ヒドロキシチロソールが７２ｍｇ。
【００９７】
処方例３４：チョコレート
　　　　原　料　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量
オリーブ葉エキス
（ヒドロキシチロソール２０％含有）　　　　　　　　０．８
ブロッコリースプラウトエキス
　（スルフォラファン２％含有）　　　　　　　　　　０．０４
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砂糖　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３５
カカオバター　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０
脱脂粉乳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
乳化剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０５
カカオマス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残　　部
　　　　　　合　　　計　　　　　　　　　　　　１００
上記組成物２０ｇを小分け包装したチョコレート。１小分け包装あたりの摂取量は、ヒド
ロキシチロソールが３２ｍｇ、スルフォラファンが０．１６ｍｇ。
【００９８】
処方例３５：チョコレート
　　　　原　料　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量
オリーブ葉エキス
（ヒドロキシチロソール２０％含有）　　　　　　　　１
ブロッコリースプラウトエキス
　（スルフォラファン２％含有）　　　　　　　　　　０．２
砂糖　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３５
カカオバター　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０
脱脂粉乳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
乳化剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０５
カカオマス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残　　部
　　　　　　合　　　計　　　　　　　　　　　　１００
上記組成物２０ｇを小分け包装したチョコレート。１小分け包装あたりの摂取量は、ヒド
ロキシチロソールが４０ｍｇ、スルフォラファンが０．８ｍｇ。
【００９９】
処方例３６：チョコレート
　　　　原　料　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量
オリーブ葉エキス
（ヒドロキシチロソール２０％含有）　　　　　　　　１．５
ブロッコリースプラウトエキス
　（スルフォラファン２％含有）　　　　　　　　　　０．１
砂糖　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３５
カカオバター　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０
脱脂粉乳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
乳化剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０５
カカオマス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残　　部
　　　　　　合　　　計　　　　　　　　　　　　１００
上記組成物２０ｇを小分け包装したチョコレート。１小分け包装あたりの摂取量は、ヒド
ロキシチロソールが６０ｍｇ、スルフォラファンが０．４ｍｇ。
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